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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子を備えた複数の画素を有するアクティブマトリックス発光表示装置に適用され
る表示品質の改善方法であって、
　前記アクティブマトリックス発光表示装置は、前記発光素子を駆動する薄膜トランジス
タと、当該薄膜トランジスタと前記発光素子とに電圧を印加する電圧源であって、前記薄
膜トランジスタに印加する正電圧と前記発光素子に印加する負電圧との間で所定の電位差
を供給する前記電圧源と、を備え、
　前記薄膜トランジスタにより駆動される前記発光素子の輝度は、前記薄膜トランジスタ
の少なくとも一部に供給されるインプットシグナルレベル及び前記所定の電位差に基づく
ものであり、前記薄膜トランジスタに加えられる前記正電圧の値の変化を監視して、当該
正電圧の値の変化を表す更なるシグナルを提供するステップと、
　前記更なるシグナルに応じて、前記薄膜トランジスタに供給される前記発光素子の輝度
と対応関係を有するインプットシグナルレベルを調整すると共に前記電圧源による電圧が
低下した場合には、前記正電圧の値が前記電圧源の電圧低下量と同じ量だけ下げられると
同時に、前記負電圧の値が前記電圧低下量と同じ量だけ下げられて、前記所定の電位差を
維持するように調整し、前記正電圧の値の変化により生じる輝度変化を減じる調整ステッ
プと、
　を含むことを特徴とする表示品質の改善方法。
【請求項２】
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　前記電圧源は、バッテリと、当該バッテリの正電圧の値を監視して、前記更なるシグナ
ルを提供する監視手段と、前記更なるシグナルに基づいて前記バッテリの正電圧の値に対
応する負電圧の値に変換する直流電圧変換器と、を備え、前記調整ステップにおいて、前
記薄膜トランジスタに供給される前記インプットシグナルレベルを前記更なるシグナルに
基づいて、前記所定の電位差に対する所定の電圧を維持するように調整することにより、
前記輝度変化を減じるものであることを特徴とする請求項１に記載の表示品質の改善方法
。
【請求項３】
　前記発光素子は有機発光ダイオードであることを特徴とする請求項２に記載の表示品質
の改善方法。
【請求項４】
　前記発光素子の前記輝度と前記インプットシグナルレベルは対応関係を有し、前記調整
ステップの前記インプットシグナルレベルは、前記対応関係に基づいて調整されることを
特徴とする請求項１に記載の表示品質の改善方法。
【請求項５】
　前記対応関係は、前記発光素子のガンマカーブであることを特徴とする請求項４に記載
の表示品質の改善方法。
【請求項６】
　発光素子を備えた複数の画素を有するアクティブマトリックス発光表示装置を駆動する
駆動システムであって、
　前記発光素子を駆動する薄膜トランジスタと、
　当該薄膜トランジスタと前記発光素子とに電圧を印加する電圧源であって、前記薄膜ト
ランジスタに印加する正電圧と前記発光素子に印加する負電圧との間で所定の電位差を供
給する前記電圧源と、
　前記薄膜トランジスタが駆動する前記発光素子の輝度は、前記薄膜トランジスタの少な
くとも一部に供給されるインプットシグナルレベル及び前記所定の電位差に基づくもので
あり、入力データと基準電圧値とに基づき、前記インプットシグナルレベルを提供するデ
ータドライバと、
　を備え、
　前記電圧源は、前記薄膜トランジスタに加えられる前記正電圧の値の変化を監視して、
当該正電圧の値の変化を表す更なるシグナルを提供する素子と、前記更なるシグナルに応
じ、前記電圧源による電圧が低下した場合には、前記正電圧の値が前記電圧源の電圧低下
量と同じ量だけ下げられると同時に、前記負電圧の値が前記電圧低下量と同じ量だけ下げ
られて、前記所定の電位差を維持するように供給する電圧を調整する調整手段と、を備え
、
　前記データドライバは、前記更なるシグナルを前記基準電圧値として前記入力データを
調整することにより、前記インプットシグナルレベルを提供する校正モジュールを備えた
ことを特徴とする駆動システム。
【請求項７】
　前記電圧源は、バッテリを備え、前記素子は、当該バッテリの正電圧の値を監視して、
前記更なるシグナルを提供し、前記調整手段は、前記更なるシグナルに基づいて前記バッ
テリの正電圧の値に対応する負電圧の値に変換する直流電圧変換器と、を備えたことを特
徴とする請求項６に記載の駆動システム。
【請求項８】
　前記発光素子は有機発光ダダイオードであることを特徴とする請求項６に記載の駆動シ
ステム。
【請求項９】
　前記発光素子は有機発光ダイオードであり、前記薄膜トランジスタはＰＭＯＳドライバ
ーであることを特徴とする請求項６に記載の駆動システム。
【請求項１０】
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　前記発光素子は有機発光ダイオードであり、前記薄膜トランジスタはＮＭＯＳドライバ
ーであることを特徴とする請求項６に記載の駆動システム。
【請求項１１】
　前記発光素子の前記輝度と前記インプットシグナルレベルは対応関係を有し、前記イン
プットシグナルレベルは前記校正モジュール内の前記対応関係に基づいて調整されること
を特徴とする請求項６に記載の駆動システム。
【請求項１２】
　前記対応関係は前記発光素子のガンマカーブであることを特徴とする請求項１１に記載
の駆動システム。
【請求項１３】
　発光素子を備えた複数の画素を有し、当該画素を薄膜トランジスタを介して駆動するこ
とにより発光表示するアクティブマトリックス表示装置であって、
　前記薄膜トランジスタと前記発光素子とに電圧を印加する電圧源であって、前記薄膜ト
ランジスタに印加する正電圧と前記発光素子に印加する負電圧との間で所定の電位差を供
給する前記電圧源と、
　前記薄膜トランジスタにより駆動される前記発光素子の輝度は、前記薄膜トランジスタ
の少なくとも一部に供給される前記インプットシグナルレベル及び前記所定の電位差に基
づくものであり、入力データと基準電圧値とに基づき、前記インプットシグナルレベルを
提供するデータドライバと、
　を含み、
　前記電圧源は、前記薄膜トランジスタに加えられる前記正電圧の値の変化をモニタリン
グし、当該正電圧の値の変化を表す更なるシグナルを提供すると共に前記更なるシグナル
に応じ、前記電圧源による電圧が低下した場合には、前記正電圧の値が前記電圧源の電圧
低下量と同じ量だけ下げられると同時に、前記負電圧の値が前記電圧低下量と同じ量だけ
下げられて、前記所定の電位差を維持するように調整するモニタリングモジュールを備え
、
　前記データドライバは、前記更なるシグナルを前記基準電圧として前記入力データを調
整することにより、前記インプットシグナルレベルを提供する校正モジュールを備えたこ
とを特徴とするアクティブマトリックス表示装置。
【請求項１４】
　前記発光素子は有機発光ダイオードであることを特徴とする請求項１３に記載のアクテ
ィブマトリックス表示装置。
【請求項１５】
　前記発光素子は有機発光ダイオードであり、前記薄膜トランジスタはＰＭＯＳドライバ
ーであることを特徴とする請求項１３に記載のアクティブマトリックス表示装置。
【請求項１６】
　前記発光素子は有機発光ダイオードであり、前記薄膜トランジスタはＮＭＯＳドライバ
ーであることを特徴とする請求項１３に記載のアクティブマトリックス表示装置。
【請求項１７】
　前記各画素は、前記各データラインに接続され、前記薄膜トランジスタに前記インプッ
トシグナルレベルを供給するスイッチ素子を備えたことを特徴とする請求項１４に記載の
アクティブマトリックス表示装置。
【請求項１８】
　前記スイッチ素子は、ＰＭＯＳ素子であることを特徴とする請求項１７に記載のアクテ
ィブマトリックス表示装置。
【請求項１９】
　前記スイッチ素子は、ＮＭＯＳ素子であることを特徴とする請求項１７に記載のアクテ
ィブマトリックス表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、アクティブマトリックス型有機ＥＬディスプレイ等に使用される表示品質の
改善方法、駆動システム、アクティブマトリックス表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、アクティブマトリックス型有機ＥＬディスプレイは、携帯電話やＰＤＡ等に多く
使用されている。このアクティブマトリックス型有機ＥＬディスプレイの長所は、液晶デ
ィスプレイよりも高輝度、コンパクト、低電力消費、速い応答時間及び広視野という特性
を有していることである。さらに、アクティブマトリックス型有機ＥＬディスプレイは、
広範囲の温度条件の下で使用することが可能である。しかし、有機発光ダイオードは電流
で駆動される。このため、有機ＥＬディスプレイの輝度は、有機発光ダイオードを通る電
流の大きさに比例する。したがって、有機ＥＬディスプレイの輝度の均一性は、各画素の
有機発光ダイオードに通される電流の均一性に大きく影響される。
【０００３】
　図８は、従来のアクティブマトリックス型有機ＥＬディスプレイの駆動システム１０１
の要部を示すブロック図である。この駆動システム１０１は、マトリックス状に形成され
た複数の画素１０２と、ゲートドライバ（図示せず）と、データドライバ１０３と、電源
１０４とを中心にして構成されている。そして、各画素１０２は、ゲートライン１２１と
、データライン１２２と、第１薄膜トランジスタ１２３と、キャパシタ１２４と、第２薄
膜トランジスタ１２５と、有機発光ダイオード（発光素子）１２６とから構成されている
。
【０００４】
　第１薄膜トランジスタ１２３は、Ｎ型トランジスタである。この第１薄膜トランジスタ
１２３のゲートはゲートライン１２１に接続されている。また、第１薄膜トランジスタ１
２３のドレインはデータライン１２２に接続されている。また、キャパシタ１２４は、第
１薄膜トランジスタ１２３のソースに接続されている。一方、第２薄膜トランジスタ１２
５は、Ｐ型トランジスタである。この第２薄膜トランジスタ１２５のゲートは、キャパシ
タ１２４を介して、第１薄膜トランジスタ１２３のソースに接続されている。そして、有
機発光ダイオード１２６は、陽極が第２薄膜トランジスタ１２５のドレインに接続されて
いる。
【０００５】
　また、ゲートドライバは、ゲートライン１２１ に接続されている。一方、データドラ
イバ１０３ は、データライン１２２に接続されている。このデータドライバ１０３は、
外部から供給されたデータ信号１ ０ ３ ａ 及び基準電圧Ｖｒｅｆに基づいて、複数のデ
ータ電圧Ｖｄａｔａをデータライン１２２に供給するように構成されている。
【０００６】
　また、電源１０４は、３．７Ｖのリチウムバッテリー（電源本体）１４１と、ＤＣ／Ｄ
Ｃコンバータ１４２とを備えている。以下、リチウムバッテリーを単にバッテリーと称し
て説明する。このバッテリー１４１の正極は、第２薄膜トランジスタ１２５のソースに接
続されている。これにより、バッテリー１４１は、第２薄膜トランジスタ１２５のソース
に正電圧Ｖｄｄ（約３．３Ｖ）がかかるように構成されている。また、ＤＣ／ＤＣコンバ
ータ１４２は、入力側がバッテリー１４１に接続され、出力側が有機発光ダイオード１２
６の陰極に接続されている。そして、ＤＣ／ＤＣコンバータ１４２は、バッテリー１４１
の電圧３．７Ｖを約－９．０Ｖの負電圧Ｖｓｓに変換して、この負電圧Ｖｓｓが有機発光
ダイオード１２６の陰極にかかるように構成されている。
【０００７】
　かかる構成において、各画素１０２の駆動は、次の様に行われる。まず、ゲートドライ
バ、ゲートライン１２１を介して、第１ 薄膜トランジスタ１２３のゲートにゲート電圧
がかけられる。これにより、第１ 薄膜トランジスタ１２３はオンになる。次に、データ
ドライバ１０３からデータ電圧Ｖｄａｔａが出力される。出力されたデータ電圧Ｖｄａｔ
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ａは、データライン１２２、第１ 薄膜トランジスタ１２３を通り、キャパシタ１２４を
介して、第２ 薄膜トランジスタ１２５のゲートにかけられる。これにより、第２ 薄膜ト
ランジスタ１２５が一定時間オンにされる。これにより、有機発光ダイオード１２６に電
源１０４から電流が供給されて、有機発光ダイオード１２６が一定時間発光する。
【０００８】
【特許文献１】特開２００５－３３８８２４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、従来の駆動システム１０１においては、電源１０４にバッテリー１４１
が使用されている。このため、電源１０４、すなわちバッテリー１４１の電圧は時間の経
過とともに徐々に低下する。これに伴い、正電圧Ｖｄｄ、すなわち第２薄膜トランジスタ
１２５のソースにかかる電圧（ソース電圧）も低下する。このソース電圧は、通常は、薄
膜トランジスタ１２５のゲートにかかる電圧（ゲート電圧）よりも高く設定されている。
したがって、第２薄膜トランジスタ１２５のソース電圧が低下すると、ゲート・ソース間
の電圧差Ｖｓｇも小さくなる。なお、この電圧差Ｖｓｇは、正電圧Ｖｄｄとデーター電圧
Ｖｄａｔａとの間の差とほぼ同じである。
【００１０】
　そして、第２薄膜トランジスタ１２５のゲート・ソース間の電圧差Ｖｓｇが所定のレベ
ルまで小さくなると、有機発光ダイオード１２６に供給される電流の量が大幅に減少する
。このため、有機発光ダイオード１２６の輝度が大幅に低下する。したがって、表示輝度
が大幅に低下する問題があった。
【００１１】
　本発明は、かかる従来の課題に鑑みてなされたものであり、電源の電圧が低下しても表
示輝度の大幅な低下を抑えることができる表示品質の改善方法、駆動システム、アクティ
ブマトリックス表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記課題を解決するために本発明の表示品質の改善方法においては、アクティブマトリ
ックス発光素子を備えた複数の画素を有する発光表示装置に適用される表示品質の改善方
法であって、前記アクティブマトリックス発光表示装置は、前記発光素子を駆動する薄膜
トランジスタと、当該薄膜トランジスタと前記発光素子とに電圧を印加する電圧源であっ
て、前記薄膜トランジスタに印加する正電圧と前記発光素子に印加する負電圧との間で所
定の電位差を供給する前記電圧源と、を備え、前記薄膜トランジスタにより駆動される前
記発光素子の輝度は、前記薄膜トランジスタの少なくとも一部に供給されるインプットシ
グナルレベル及び前記所定の電位差に基づくものであり、前記薄膜トランジスタに加えら
れる前記正電圧の値の変化を監視して、当該正電圧の値の変化を表す更なるシグナルを提
供するステップと、前記更なるシグナルに応じて、前記薄膜トランジスタに供給される前
記発光素子の輝度と対応関係を有するインプットシグナルレベルを調整すると共に前記電
圧源による電圧が低下した場合には、前記正電圧の値が前記電圧源の電圧低下量と同じ量
だけ下げられると同時に、前記負電圧の値が前記電圧低下量と同じ量だけ下げられて、前
記所定の電位差を維持するように調整し、前記正電圧の値の変化により生じる輝度変化を
減じる調整ステップと、を含むことを特徴としている。
【００１３】
　また、本発明の表示品質の改善方法においては、前記電圧源は、バッテリーと、当該バ
ッテリーの正電圧の値を監視して、前記更なるシグナルを提供する監視手段と、前記更な
るシグナルに基づいて前記バッテリの正電圧の値に対応する負電圧の値に変換する直流電
圧変換器と、を備え、前記調整ステップにおいて、前記薄膜トランジスタに供給される前
記インプットシグナルレベルを前記更なるシグナルに基づいて、前記所定の電位差に対す
る所定の電圧を維持するように調整することにより、前記輝度変化を減じるものであるこ
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とを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明の表示品質の改善方法においては、前記発光素子は有機発光ダイオード
であることを特徴としている。
【００１５】
　また、本発明の表示品質の改善方法においては、前記発光素子の前記輝度と前記インプ
ットシグナルレベルは対応関係を有し、前記調整ステップの前記インプットシグナルレベ
ルは、前記対応関係に基づいて調整されることを特徴としている。
【００１６】
　また、本発明の表示品質の改善方法においては、前記対応関係は、前記発光素子のガン
マカ－ブであることを特徴としている。
【００１７】
　また、本発明の駆動システムにおいては、発光素子を備えた複数の画素を有するアクテ
ィブマトリックス発光表示装置を駆動する駆動システムであって、前記発光素子を駆動す
る薄膜トランジスタと、当該薄膜トランジスタと前記発光素子とに電圧を印加する電圧源
であって、前記薄膜トランジスタに印加する正電圧と前記発光素子に印加する負電圧との
間で所定の電位差を供給する前記電圧源と、前記薄膜トランジスタが駆動する前記発光素
子の輝度は、前記薄膜トランジスタの少なくとも一部に供給されるインプットシグナルレ
ベル及び前記所定の電位差に基づくものであり、入力データと基準電圧値とに基づき、前
記インプットシグナルレベルを提供するデータドライバーと、を備え、前記電圧源は、前
記薄膜トランジスタに加えられる前記正電圧の値の変化を監視して、当該正電圧の値の変
化を表す更なるシグナルを提供する素子と、前記更なるシグナルに応じ、前記電圧源によ
る電圧が低下した場合には、前記正電圧の値が前記電圧源の電圧低下量と同じ量だけ下げ
られると同時に、前記負電圧の値が前記電圧低下量と同じ量だけ下げられて、前記所定の
電位差を維持するように供給する電圧を調整する調整手段と、を備え、前記データドライ
バは、前記更なるシグナルを前記基準電圧値として前記入力データを調整することにより
、前記インプットシグナルレベルを提供する校正モジュールを備えたことを特徴としてい
る。
【００１８】
　また、本発明の駆動システムにおいては、前記電圧源は、バッテリーを備え、前記素子
は、当該バッテリの正電圧の値を監視して、前記更なるシグナルを提供し、前記調整手段
は、前記更なるシグナルに基づいて前記バッテリの正電圧の値に対応する負電圧の値に変
換する直流電圧変換器と、を備えたことを特徴としている。
【００１９】
　また、本発明の駆動システムにおいては、前記発光素子は有機発光ダイオードであるこ
とを特徴としている。
【００２０】
　また、本発明の駆動システムにおいては、前記発光素子は有機発光ダイオードであり、
前記薄膜トランジスタはＰ Ｍ Ｏ Ｓ ドライバーであることを特徴としている。
【００２１】
　また、本発明の駆動システムにおいては、前記発光素子は有機発光ダイオードであり、
前記薄膜トランジスタはＮ Ｍ Ｏ Ｓ ドライバーであることを特徴としている。
【００２２】
　また、本発明の駆動システムにおいては、前記発光素子の前記輝度と前記インプットシ
グナルレベルは対応関係を有し、前記インプットシグナルレベルは前記校正モジュール内
の前記対応関係に基づいて調整されることを特徴としている。
【００２３】
　また、本発明の駆動システムにおいては、前記対応関係は前記発光素子のガンマカ－ブ
であることを特徴としている。
【００２４】
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　また、本発明のアクティブマトリックス表示装置においては、発光素子を備えた複数の
画素を有し、当該画素を薄膜トランジスタを介して駆動することにより発光表示するアク
ティブマトリックス表示装置であって、前記薄膜トランジスタと前記発光素子とに電圧を
印加する電圧源であって、前記薄膜トランジスタに印加する正電圧と前記発光素子に印加
する負電圧との間で所定の電位差を供給する前記電圧源と、前記薄膜トランジスタにより
駆動される前記発光素子の輝度は、前記薄膜トランジスタの少なくとも一部に供給される
前記インプットシグナルレベル及び前記所定の電位差に基づくものであり、入力データと
基準電圧値とに基づき、前記インプットシグナルレベルを提供するデータドライバーと、
を含み、前記電圧源は、前記薄膜トランジスタに加えられる前記正電圧の値の変化をモニ
タリングし、当該正電圧の値の変化を表す更なるシグナルを提供すると共に前記更なるシ
グナルに応じ、前記電圧源による電圧が低下した場合には、前記正電圧の値が前記電圧源
の電圧低下量と同じ量だけ下げられると同時に、前記負電圧の値が前記電圧低下量と同じ
量だけ下げられて、前記所定の電位差を維持するように調整するモニタリングモジュール
を備え、前記データドライバは、前記更なるシグナルを前記基準電圧として前記入力デー
タを調整することにより、前記インプットシグナルレベルを提供する校正モジュールを備
えたことを特徴としている。
【００２５】
　また、本発明のアクティブマトリックス表示装置においては、前記発光素子は有機発光
ダダイオードであることを特徴としている。
【００２６】
　また、本発明のアクティブマトリックス表示装置においては、前記発光素子は有機発光
ダイオードであり、前記薄膜トランジスタはＰ Ｍ Ｏ Ｓ ドライバーであることを特徴と
している。
【００２７】
　また、本発明のアクティブマトリックス表示装置においては、前記発光素子は有機発光
ダイオードであり、前記薄膜トランジスタはＮ Ｍ Ｏ Ｓ ドライバーであることを特徴と
している。
【００２８】
　また、本発明のアクティブマトリックス表示装置においては、前記各画素は、前記各デ
ータラインに接続され、前記薄膜トランジスタに前記インプットシグナルレベルを供給す
るスイッチ素子を備えたことを特徴としている。
【００２９】
　また、本発明のアクティブマトリックス表示装置においては、前記スイッチ素子は、Ｐ
ＭＯＳ素子であることを特徴としている。
【００３０】
　また、本発明のアクティブマトリックス表示装置においては、前記スイッチ素子は、Ｎ
ＭＯＳ素子であることを特徴としている。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明においては、電源の電圧が低下してもデータ電圧の値を調節することにより、発
光素子が接続された薄膜トランジスタのゲート・入力電極間の電圧差が小さくなるのが抑
えられる。よって、本発明は、電源の電圧が低下しても表示輝度の大幅な低下を抑えるこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　本発明についての目的、特徴、長所が一層明確に理解されるよう、以下に実施の形態を
例示し、図面を参照にしながら詳細に説明する。
【００３３】
　第１の実施の形態：
　図１は、本発明の第１の実施の形態のアクティブマトリックス型有機ＥＬディスプレイ
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の駆動システム１の要部を示すブロック図である。なお、この駆動システム１において、
従来の駆動システム１０１（図８参照）と同じ部分には同じ符号を付し、異なる部分を中
心にして説明する。
【００３４】
　本実施の形態の駆動システム１は、複数の画素１０２と、ゲートドライバ（従来と同様
）、データドライバ３と、電源４と、基準電圧供給装置５とを中心にして構成されている
。
【００３５】
　電源４は、バッテリー１４１と、ＤＣ／ＤＣコンバータ４２とから構成されている。こ
のＤＣ／ＤＣコンバータ４２は、入力側がバッテリー１４１および基準電圧供給装置５に
接続され、出力側が有機発光ダイオード１２６の陰極に接続されている。そして、このＤ
Ｃ／ＤＣコンバータ４２は、バッテリー１４１の電圧を負電圧Ｖｓｓに変換するように構
成されている。具体的には、バッテリー１４１の電圧が３．７Ｖの時には、負電圧Ｖｓｓ
の電圧値は－９．０Ｖに設定される。
【００３６】
　また、ＤＣ／ＤＣコンバータ４２は、外部から基準電圧Ｖａが供給されるように構成さ
れている。この基準電圧Ｖａは、バッテリー１４１の電圧低下（正電圧Ｖｄｄの低下）に
伴う負電圧調整用の基準電圧Ｖａである。このＤＣ／ＤＣコンバータ４２は、バッテリー
１４１の電圧が低下した場合には、この基準電圧Ｖａの値に基づいて負電圧Ｖｓｓを出力
するように構成されている。例えば、バッテリー１４１の値が３．７Ｖから３．５Ｖに下
がる時、すなわち正電圧Ｖｄｄの値が約３．３Ｖから約３．１Ｖに下がる時には、負電圧
Ｖｓｓの値が約－９．０Ｖから約－９．２Ｖに下げられる。
【００３７】
　一方、基準電圧供給装置５は、バッテリー１４１の電圧Ｖｂを監視して、データドライ
バ３に基準電圧Ｖｒｅｆを供給するように構成されている。この基準電圧Ｖｒｅｆの値は
、図２に示すように階調電圧Ｖｇ１～Ｖｇ５の最小値（１．５Ｖ）に設定されている。そ
して、基準電圧供給装置５は、バッテリー１４１の電圧Ｖｂが低下した場合には、基準電
圧Ｖｒｅｆの値を下げるように構成されている。この基準電圧Ｖｒｅｆの値の低下量は、
バッテリー１４１の電圧Ｖｂの低下量と同じである。
【００３８】
　これを具体的に説明する。バッテリー１４１の電圧Ｖｂが３．７Ｖから３．５Ｖに低下
した場合には、電圧Ｖｂの低下量が０．２Ｖである。これにより、基準電圧Ｖｒｅｆの値
も０．２Ｖ下げられて１．５Ｖから１．３Ｖになる。さらに、バッテリー１４１の電圧Ｖ
ｂが３．５Ｖから３．３Ｖに低下した場合には、基準電圧Ｖｒｅｆの値が１．３Ｖから１
．１Ｖになる。このことから、基準電圧Ｖｒｅｆの値は、以下の式から計算される。
【００３９】
【数１】

【００４０】
　一方、データドライバ３は、階調電圧生成部３１と、出力部３２とを備えている。階調
電圧生成部３１は、外部から供給されるデータ信号１０３ａを出力部３２に供給するとと
もに、基準電圧供給装置５から供給された基準電圧Ｖｒｅｆに基づいて、前述した複数の
階調電圧Ｖｇ１～Ｖｇ５（図２参照）を生成するものである。
【００４１】
　図２に示すように、これらの階調電圧Ｖｇ１～Ｖｇ５は、基準電圧Ｖｒｅｆが１．５Ｖ
の時には、３．０Ｖ～１．５Ｖの間で生成されるように構成されている。各階調電圧Ｖｇ
１～Ｖｇ５の具体的な値は次の通りである。Ｖｇ１＝３．０Ｖ、Ｖｇ２＝２．６２５Ｖ、
Ｖｇ３＝２．２５Ｖ、Ｖｇ４＝１．８７５Ｖ、Ｖｇ５＝１．５Ｖ。
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【００４２】
　そして、図２に示すように、基準電圧Ｖｒｅｆの値は時間の経過とともに下げられる。
この場合に、各階調電圧Ｖｇ１～Ｖｇ５は、基準電圧Ｖｒｅｆの低下量と同じ量だけ下げ
られるように構成されている。
【００４３】
　これを具体的に説明する。基準電圧Ｖｒｅｆの値が１．５Ｖから１．３Ｖに下げられた
場合には、基準電圧Ｖｒｅｆの低下量が０．２Ｖである。これにより、各階調電圧Ｖｇ１
～Ｖｇ５の値も０．２Ｖ下げられる。したがって、各階調電圧の値は、Ｖｇ１＝２．８Ｖ
、Ｖｇ２＝２．４２５Ｖ、Ｖｇ３＝２．０５Ｖ、Ｖｇ４＝１．６７５Ｖ、Ｖｇ５＝１．３
Ｖとなる。
【００４４】
　さらに、基準電圧Ｖｒｅｆの値が１．３Ｖから１．１Ｖに下げられた場合には、各階調
電圧Ｖｇ１～Ｖｇ５の値は次のようになる。Ｖｇ１＝２．６Ｖ、Ｖｇ２＝２．２２５Ｖ、
Ｖｇ３＝１．８５Ｖ、Ｖｇ４＝１．４７５Ｖ、Ｖｇ５＝１．１Ｖ。また、基準電圧Ｖｒｅ
ｆ電圧の値が低下しても、階調電圧Ｖｇ１～Ｖｇ５の生成範囲は一定に維持される（２．
０Ｖ）。
【００４５】
　また、図１に示すように出力部３２は、階調電圧生成部３１から供給されたデータ信号
１０３ａおよび階調電圧Ｖｇ１～Ｖｇ５から複数のデータ電圧Ｖｄａｔａを各データライ
ン１２２に出力するように構成されている。
【００４６】
　かかる構成において、各画素１０２の駆動方法は、従来の場合と同じなので簡単に説明
する。第１薄膜トランジスタ１２３のゲートにゲート電圧がかけられた後に、第２薄膜ト
ランジスタ１２５のゲートにデータ電圧Ｖｄａｔａがかけられる。これにより、有機発光
ダイオード１２６に電源４から電流が供給されて、有機発光ダイオード１２６が発光する
。
【００４７】
　ここで、本実施の形態の駆動システム１では、バッテリー１４１の電圧が低下した場合
には、正電圧Ｖｄｄの値がバッテリー１４１の電圧低下量と同じ量だけ下げられるととも
に、データ電圧Ｖｄａｔａの値がバッテリー１４１の電圧低下量と同じ量だけ下げられる
。したがって、第２薄膜トランジスタ１２５のゲート・ソース間の電圧差Ｖｓｇが常に一
定に維持されるので、従来の場合と比べて小さくなるのが抑えられる。よって、本実施の
形態の駆動システム１は、電源４の電圧が低下しても、表示輝度の大幅な低下を抑えるこ
とができる。
【００４８】
　また、本実施の形態では、バッテリー１４１の電圧Ｖｂの低下に伴って正電圧Ｖｄｄの
値が低下しても、ＤＣ／ＤＣコンバータ４２によって負電圧Ｖｓｓの値がバッテリー１４
１の電圧Ｖｂの低下量と同じ量（正電圧Ｖｄｄの低下量と同じ量）だけ下げられている。
これにより、正電圧Ｖｄｄと負電圧Ｖｓｓとの差が一定の値に維持されるので、有機発光
ダイオード１２６に安定して電流が供給される。よって、本実施の形態の駆動システム１
は、電源４（バッテリー１４１）の電圧が低下しても、表示輝度の大幅な低下を抑えるこ
とができる。また、これに伴い、この駆動システム１を備えたアクティブマトリックス型
有機ＥＬディスプレイにおいても、この駆動システム１が有する効果と同様の効果を得る
ことができる。
【００４９】
　なお、バッテリー１４１の電圧Ｖｂが低下した場合に、各階調電圧Ｖｇ１～Ｖｇ５の低
下量は、必ずしもバッテリー１４１の電圧Ｖｂの低下量と同じ量でなくても良い。例えば
、バッテリー１４１の電圧Ｖｂが３．７Ｖから３．５Ｖに低下した場合には、Ｖｇ３＝２
．１Ｖ、Ｖｇ４＝１．７Ｖとしても良い。
【００５０】
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　第２の実施の形態：
　図３は、本発明の第２の実施の形態のアクティブマトリックス型有機ＥＬディスプレイ
の駆動システムにおいて各電圧の変化を示す図である。この駆動システムは、第１の実施
の形態で説明した複数の画素１０２（図１参照）、ゲートドライバ、電源４（図１参照）
に加えて、データドライバと、基準電圧供給装置２０５とを中心にして構成されている。
これらの構成要素は、第１の実施の形態の駆動システム１（図１参照）と同じように接続
されている。
【００５１】
　そして、基準電圧供給装置２０５においては、二つの基準電圧Ｖｒｅｆ’を一度に出力
するように構成されている。この基準電圧Ｖｒｅｆ’の値は、第１の実施の形態で説明し
た二つの階調電圧Ｖｇ２、Ｖｇ４の値と同じに設定されている。さらに、この基準電圧供
給装置２０５においては、バッテリー１４１（図１参照）の電圧が下がると、二つの基準
電圧Ｖｒｅｆ’の値も、バッテリー１４１の電圧の低下量と同じ量だけ下げられるように
設定されている。
【００５２】
　また、データドライバは、出力部３２（図１参照）と、階調電圧生成部とを備えている
。この階調電圧生成部は、基準電圧供給装置２０５から供給された二つの基準電圧Ｖｒｅ
ｆ’と外部から供給されたデータ信号１０３ａ（図１参照）とに基づいて、第１の実施の
形態と同様の階調電圧Ｖｇ１～Ｖｇ５（図２参照）を生成するように構成されている。そ
して、この階調電圧生成部は、二つの基準電圧Ｖｒｅｆ’が低下した場合には、第１の実
施の形態と同様に、その低下量と同じ量だけ下げた階調電圧Ｖｇ１～Ｖｇ５を生成するよ
うに構成されている。
【００５３】
　かかる構成においては、データドライバに供給される基準電圧が増えても、バッテリー
１４１の電圧が低下した場合には、データ電圧Ｖｄａｔａ（図１参照）の値が、バッテリ
ー１４１の電圧低下量と同じ量だけ下げられる。したがって、第１の実施の形態と同様に
、第２薄膜トランジスタ１２５のゲート・ソース間の電圧差Ｖｓｇ（図１参照）が常に一
定に維持される。よって、本実施の形態の駆動システムにおいては、第１の実施の形態と
同様の効果を得ることができる。また、これに伴い、この駆動システムを備えたアクティ
ブマトリックス型有機ＥＬディスプレイにおいても、この駆動システム５０が有する効果
と同様の効果を得ることができる。
【００５４】
　第３の実施の形態：
　図４は、本発明の第３の実施の形態のアクティブマトリックス型有機ＥＬディスプレイ
において駆動システム３０の要部を示すブロック図である。この駆動システム３０におい
て、第１の実施の形態の駆動システム１と同様の部分には同じ符号を付し、異なる部分を
中心にして説明する。この駆動システム３０は、複数の画素１０２（図１参照）と、ゲー
トドライバ（第１の実施の形態と同様のもの）と、データドライバ３０３と、電源４（図
１参照）と、基準電圧供給装置５（図１参照）と、アナログデジタル変換器３０６とを中
心にして構成されている。
【００５５】
　このアナログデジタル変換器３０６は、基準電圧供給装置５とデータドライバ３０３と
の間に接続されている。そして、このアナログデジタル変換器３０６は、アナログの基準
電圧Ｖｒｅｆをデジタル変換した基準電圧Ｖｒｅｆ－ｄをデータドライバ３０３に供給す
るように構成されている。
【００５６】
　また、データドライバ３０３は、出力部３２と、階調電圧生成部３０１とを備えている
。この階調電圧生成部３０１は、デジタル変換された基準電圧Ｖｒｅｆ－ｄとデータ信号
１０３ａとに基づいて、第１の実施の形態と同様の階調電圧Ｖｇ１～Ｖｇ５（図２参照）
を生成するように構成されている。そして、この階調電圧生成部３０１は、デジタル変換
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された基準電圧Ｖｒｅｆ－ｄが低下した場合には、第１の実施の形態と同様に、その低下
量と同じ量だけ下げた階調電圧Ｖｇ１～Ｖｇ５を生成するように構成されている。
【００５７】
　かかる構成においては、データドライバに供給される基準電圧がデジタル変換されたも
のであっても、バッテリー１４１の電圧が低下した場合には、データ電圧Ｖｄａｔａの値
が、バッテリー１４１の電圧低下量と同じ量だけ下げられるので、第２薄膜トランジスタ
１２５のゲート・ソース間の電圧差Ｖｓｇ（図１参照）が常に一定に維持される。よって
、本実施の形態の駆動システム３０においては、電源４の電圧が低下しても、表示輝度の
大幅な低下を抑えることができる。また、これに伴い、この駆動システム３０を備えたア
クティブマトリックス型有機ＥＬディスプレイにおいても、この駆動システム３０が有す
る効果と同様の効果を得ることができる。
【００５８】
　第４の実施の形態：
　図５は、本発明の第４の実施の形態を示すアクティブマトリックス型有機ＥＬディスプ
レイの駆動システム４０のブロック図である。なお、この駆動システム４０において、第
１の実施の形態の駆動システム１（図１参照）と同じ部分には同じ符号を付し、異なる部
分を中心にして説明する。
【００５９】
　この駆動システム４０の各画素４０２において、第１薄膜トランジスタ４２３はＰ型ト
ランジスタである。この第１薄膜トランジスタ４２３のゲートはゲートライン１２１に接
続されており、ソースがデータライン１２２に接続されている。
【００６０】
　一方、第２薄膜トランジスタ４２５はＮ型トランジスタである。この第２薄膜トランジ
スタ４２５のゲートは、キャパシタ１２４を介して、第１薄膜トランジスタ４２３のドレ
インに接続されている。そして、有機発光ダイオード１２６は、陽極が第２薄膜トランジ
スタ４２５のソースに接続されている。また、第２薄膜トランジスタ４２５のドレインと
有機発光ダイオード１２６の陰極とには電源４が接続されている。
【００６１】
　かかる構成において、各画素４０２の駆動方法は、第１薄膜トランジスタ４２３のゲー
トにゲート電圧がかけられた後に、第２薄膜トランジスタ４２５のゲートにデータ電圧Ｖ
ｄａｔａがかけられる。これにより、有機発光ダイオード１２６に電源４から電流が供給
されて、有機発光ダイオード１２６が発光する。
【００６２】
　したがって、各画素４０２に使用される二つの薄膜トランジスタの組み合わせが第１の
実施の形態の駆動システム１と異なっていても、各画素４０２の駆動方法は第１の実施の
形態の駆動システム１と変わらない。よって、本実施の形態の駆動システム４０において
は、第１の実施の形態の駆動システム１と同様の効果を得ることができる。また、これに
伴い、この駆動システム４０を備えたアクティブマトリックス型有機ＥＬディスプレイに
おいても、この駆動システム４０が有する効果と同様の効果を得ることができる。
【００６３】
　第５の実施の形態：
　図６は、本発明の第５の実施の形態のアクティブマトリックス型有機ＥＬディスプレイ
において駆動システム５０の要部を示すブロック図である。なお、この駆動システム５０
において、第１の実施の形態の駆動システム１（図１参照）や第４の実施の形態の自発光
型システム４０（図５参照）と同じ部分には同じ符号を付し、異なる部分を中心にして説
明する。
【００６４】
　この駆動システム５０の各画素５０２において、第１薄膜トランジスタ１２３はＮ型ト
ランジスタである。この第１薄膜トランジスタ１２３のゲートはゲートライン１２１に接
続されており、ドレインがデータライン１２２に接続されている。
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【００６５】
　一方、第２薄膜トランジスタ４２５はＮ型トランジスタである。この第２薄膜トランジ
スタ４２５のゲートは、キャパシタ１２４を介して、第１薄膜トランジスタ１２３のソー
スに接続されている。そして、有機発光ダイオード１２６は、陽極が第２薄膜トランジス
タ４２５のソースに接続されている。また、第２薄膜トランジスタ４２５のドレインと有
機発光ダイオード１２６の陰極とには電源４が接続されている。
【００６６】
　かかる構成において、各画素５０２の駆動方法は、第１薄膜トランジスタ１２３のゲー
トにゲート電圧がかけられた後に、第２薄膜トランジスタ４２５のゲートにデータ電圧Ｖ
ｄａｔａがかけられる。これにより、有機発光ダイオード１２６に電源４から電流が供給
されて、有機発光ダイオード１２６が発光する。
【００６７】
　したがって、各画素５０２に使用される二つの薄膜トランジスタの組み合わせが第１の
実施の形態の駆動システム１や第５の実施の形態の駆動システム４０と異なっていても、
各画素５０２の駆動方法は、これらの駆動システム１、４０と変わらない。よって、本実
施の形態の駆動システム５０は、これらの駆動システム１、４０と同様の効果を得ること
ができる。また、これに伴い、この駆動システム５０を備えたアクティブマトリックス型
有機ＥＬディスプレイにおいても、この駆動システム５０が有する効果と同様の効果を得
ることができる。
【００６８】
　第６の実施の形態：
　図７は、本発明の第６の実施の形態のアクティブマトリックス型有機ＥＬディスプレイ
において駆動システム６０の要部を示すブロック図である。なお、この駆動システム６０
において、第１の実施の形態の駆動システム１（図１参照）や第４の実施の形態の駆動シ
ステム４０（図５参照）と同じ部分には同じ符号を付し、異なる部分を中心にして説明す
る。
【００６９】
　この駆動システム６０の各画素６０２において、第１薄膜トランジスタ４２３はＰ型ト
ランジスタである。この第１薄膜トランジスタ４２３のゲートはゲートライン１２１に接
続されており、ソースがデータライン１２２に接続されている。
【００７０】
　一方、第２薄膜トランジスタ１２５はＰ型トランジスタである。この第２薄膜トランジ
スタ１２５のゲートは、キャパシタ１２４を介して、第１薄膜トランジスタ４２３のドレ
インに接続されている。そして、有機発光ダイオード１２６は、陽極が第２薄膜トランジ
スタ４２５のドレインに接続されている。また、第２薄膜トランジスタ４２５のソースと
有機発光ダイオード１２６の陰極とには電源４が接続されている。
【００７１】
　かかる構成において、各画素６０２の駆動方法は、第１薄膜トランジスタ４２３のゲー
トにゲート電圧がかけられた後に、第２薄膜トランジスタ１２５のゲートにデータ電圧Ｖ
ｄａｔａがかけられる。これにより、有機発光ダイオード１２６に電源４から電流が供給
されて、有機発光ダイオード１２６が発光する。
【００７２】
　したがって、各画素６０２に使用される二つの薄膜トランジスタの組み合わせが、第１
の実施の形態の駆動システム１、第５の実施の形態の駆動システム４０、第６の実施の形
態の駆動システム５０と異なっていても、各画素６０２の駆動方法は、これらの実施の形
態の駆動システム１、４０、５０と変わらない。よって、本実施の形態の駆動システム６
０は、これらの実施の形態の駆動システム１、４０、５０と同様の効果を得ることができ
る。また、これに伴い、この駆動システム６０を備えたアクティブマトリックス型有機Ｅ
Ｌディスプレイにおいても、この駆動システム６０が有する効果と同様の効果を得ること
ができる。
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　以上、好適な実施の形態を挙げて本発明を説明したが、本発明はこれら実施形態に限定
はされないと解されるべきであり、つまり本発明は、当業者であれば自明であるような各
種変更および均等なアレンジをカバーするものである。上に掲げた実施の形態は、本発明
の原理を説明するための最良の態様を提示すべく選択し記載したものである。即ち、特許
請求の範囲は、かかる各種変更および均等なアレンジが全て包含されるように、最も広い
意味に解釈されるべきである。
【産業上の利用可能性】
【００７４】
　以上説明したように本発明においては、電源の電圧が低下しても表示輝度の大幅な低下
を抑えることができるので、本発明に関する技術分野で十分に使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明の第１の実施の形態を示すアクティブマトリックス型有機ＥＬディスプレ
イの駆動システムの要部を示すブロック図である。
【図２】同実施の形態において、時間の経過に伴う各電圧の関係を示す図である。
【図３】本発明の第２の実施の形態のアクティブマトリックス型有機ＥＬディスプレイの
駆動システムにおいて、時間の経過に伴う各電圧の関係を示す図である。
【図４】本発明の第３の実施の形態のアクティブマトリックス型有機ＥＬディスプレイに
おいて駆動システムの要部を示すブロック図である。
【図５】本発明の第４の実施の形態のアクティブマトリックス型有機ＥＬディスプレイに
おいて駆動システムの要部を示すブロック図である。
【図６】本発明の第５の実施の形態のアクティブマトリックス型有機ＥＬディスプレイに
おいて駆動システムの要部を示すブロック図である。
【図７】本発明の第６の実施の形態のアクティブマトリックス型有機ＥＬディスプレイに
おいて駆動システムの要部を示すブロック図である。
【図８】従来のアクティブマトリックス型有機ＥＬディスプレイにおいて駆動システムの
要部を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００７６】
　　１　　駆動システム
　　３　　データドライバ
　　４　　電源
　　５　　基準電圧供給装置
　　３０　　駆動システム
　　４０　　駆動システム
　　５０　　駆動システム
　　６０　　駆動システム
　　１０３ａ　　データ信号
　　１２５　　第２薄膜トランジスタ
　　１２６　　有機発光ダイオード
　　２０５　　基準電圧供給装置
　　３０３　　データドライバ
　　４２５　　第２薄膜トランジスタ
　　Ｖｄａｔａ　　データ電圧
　　Ｖｒｅｆ　　基準電圧
　　Ｖｒｅｆ’　　基準電圧
　　Ｖｒｅｆ－ｄ　　　基準電圧
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将参考电压Vref提供给数据驱动器3。然后，当电池141的电压降低时，
参考电压供应装置5被配置为降低参考电压Vref的值。另一方面，当从参
考电压供应装置5提供的参考电压Vref的值降低时，数据驱动器31被配置
为降低要输出的多个数据电压Vdata的值。 点域1
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